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令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号 議案の名称 審査結果 採決日 

議案第 ５ ７ 号 令和３年度宝塚市特別会計国民健康保

険事業費補正予算（第１号） 

可決 

（全員一致） 

６月１１日 

議案第 ５ ８ 号 令和３年度宝塚市特別会計国民健康保

険診療施設費補正予算（第１号） 

可決 

（全員一致） 

議案第 ６ ０ 号 令和３年度宝塚市特別会計介護保険事

業費補正予算（第１号） 

可決 

（全員一致） 

議案第 ６ ４ 号 宝塚市市税条例等の一部を改正する条

例の制定について 

可決 

（全員一致） 

議案第 ６ ５ 号 職員の勤務時間その他の勤務条件に関

する条例の一部を改正する条例の制定

について 

可決 

（全員一致） 

議案第 ６ ８ 号 宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条

例等の一部を改正する条例の制定につ

いて 

可決 

（全員一致） 

 

審査の状況 

① 令和３年 ６月 ８日 （議案審査） 

・出席委員 ◎冨川 晃太郎  ○田中 大志朗  大川 裕之   梶川 みさお 

北山 照昭    寺本 早苗   となき 正勝  藤岡 和枝 

村松 あんな 

 

② 令和３年 ６月１１日 （議案審査） 

・出席委員 ◎冨川 晃太郎  ○田中 大志朗  大川 裕之   梶川 みさお 

北山 照昭    寺本 早苗   となき 正勝  藤岡 和枝 

村松 あんな 

 

③ 令和３年 ７月 ８日 （委員会報告書協議） 

・出席委員 ◎冨川 晃太郎  ○田中 大志朗  大川 裕之   梶川 みさお 

北山 照昭    寺本 早苗   となき 正勝  藤岡 和枝 

村松 あんな 

 

（◎は委員長、○は副委員長） 



2 

 

令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第５７号 令和３年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第１号） 

議案の概要 

 補正後の令和 3年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費の歳入歳出予算の総額 

218 億 4,062 万 5 千円（252 万 5 千円の増額） 

歳出予算 

  増額 特定健診未受診者対策事業委託料及び特定保健指導訪問指導等事業委託料 

減額 国保運営協議会委員報酬 

歳入予算 

 増額 特別調整交付金分 

  減額 職員給与費等繰入金 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

問１ 2 つの委託料の増額が計上されているが、その内容は。 

答１ 特定健診未受診者対策事業委託については、特定健診未受診者に対して管理栄養

士等が電話や家庭訪問を行って受診勧奨を実施するもの。当初予算では勧奨対象者

数を 8,050 人と見込んでいたが、国からの補助上限額が増額されたことから、対象

者を 1万 50 人に増やしたいと考えている。 

   また、特定保健指導訪問指導等事業委託は、特定保健指導の未利用者に対し、管

理栄養士等が利用勧奨を実施し、必要に応じて保健指導を実施するもの。当初予算

では勧奨対象者数を 300 人と見込んでいたが、500 人に増やしたいと考えている。 

 

問２ 特定健診の受診率向上に向けての現在の目標は。 

答２ 令和 3 年度は受診率 55％を目標としている。令和 2 年度はコロナ禍で健診を中

止したこともあって受診率が下がり、速報値では 34.9％だったが、委託業者による

受診勧奨をした対象者の半分以上が特定健診を受診した。今年度は勧奨対象者数を

増やし、40％程度の受診率は達成できると試算している。特定保健指導についても

効果があったので、継続して取り組む必要があると考える。 

 

問３ これらの委託事業には国からの補助金が全額出ているから実施していると思う

が、今後もこの国の補助事業は継続して実施されるのか。 

答３ 国の補助事業の財源の活用で効果が出ている。今後もこのような形の補助事業が

あれば、活用して取り組んでいきたい。 

 

自 由 討 議  なし 
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討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 
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令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第５８号 令和３年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第１号） 

議案の概要 

  補正後の令和 3年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費の歳入歳出予算の総額 

1 億 1,819 万 4 千円（119 万 4 千円の増額） 

歳出予算の主なもの 

  増額 施設修繕料など 

  減額 会計年度任用職員報酬 

歳入予算 

   減額 医療提供体制確保支援補助金及び損害賠償金 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

問１ 会計年度任用職員（月額）報酬を 300 万円減額し、手数料を 300 万円増額してい

る理由は。 

答１ 会計年度任用職員である国民健康保険診療所の医師の勤務日数を週 1 日減らし、

こだま病院より医師を週 1 日派遣していただく。派遣医師に対する報酬は手数料か

らの支出になるため、予算の組替えとなる。週 3 日の診療日数は従前どおりで、患

者への影響はない。 

 

自 由 討 議  なし 

討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 
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令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第６０号 令和３年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第１号） 

議案の概要 

  補正後の令和 3年度宝塚市特別会計介護保険事業費の歳入歳出予算の総額 

218 億 9,689 万 8 千円（2千円の減額） 

歳出予算 

   減額 介護保険運営協議会委員報酬 

歳入予算 

   減額 その他一般会計繰入金 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

なし 

 

自 由 討 議  なし 

討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 
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令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第６４号 宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

議案の概要 

地方税法等の一部を改正する法律が、本年 3月 31 日に公布され、順次施行されること

に伴い、条例の一部を改正しようとするもの。 

【主な改正内容】 

・個人住民税の非課税限度額の判定に用いる扶養親族の範囲の見直し 

・個人住民税におけるセルフメディケーション税制の延長 

・固定資産税におけるわがまち特例の新設等の措置が講じられたことに伴う規定の 

整備 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

問１ 扶養親族の範囲の見直しにより影響を受ける対象者の人数や税額は。 

答１ 影響額、人数等のデータは把握していないが、毎年、扶養否認の確認調査をして

おり、令和 2年度の扶養否認件数は 986 件であった。 

 

自 由 討 議  なし 

討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 
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令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第６５号 職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案の概要 

  次世代育成支援の観点から、子を養育する職員の働きやすい職場環境整備を行うこと

を目的として、子の看護休暇の対象となる児童の範囲を中学校就学の始期に達するまで

に拡大するため、条例の一部を改正しようとするもの。 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

なし 

 

自 由 討 議  なし 

討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 

 

  



8 

 

令和３年第２回（６月）定例会 総務常任委員会報告書 

議案番号及び議案名 

議案第６８号 宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定

について 

議案の概要 

  新型コロナウイルス感染症の定義などについて、条例で引用する法令が改正されたこ

とに伴い、所要の整理を行うため、関係条例の一部を改正しようとするもの。 

 

論 点  なし 

＜質疑の概要＞ 

なし 

 

自 由 討 議  なし 

討   論  なし 

審 査 結 果  可決（全員一致） 

 

 


